
 
Fulcrum Osteopathy Study Group 主催セミナー	

	

受胎前〜妊娠〜分娩後	

講師：Anne-Julie Morand D.O.  

 

アン＝ジュリー・モラン D.O. による本コースは、受胎、妊娠、出産、産後に関する最新の

情報を臨床で応用できるものとして高く評価されており、生理学や総体性、自己調節の概

念を妊婦のホルモンの実態と結び付けて考える事を可能にする。 

受講者は、出産準備から出産、そして床上げ、産後に至る各期における妊婦に応用される

オステオパシーの特殊性をじっくりと学ぶ事ができる。 

人間の自発的治癒力は子宮内にいる間に備わるため、人生のこの段階でオステオパシーを

活用する事は大変有意義である。 
 

【セミナー概要】 

《理論》 

オステオパシーによる妊婦のフォローアップは、分娩前後の 24時間だけで成し得る事は	 	

出来ない為、受講者に以下の期間における臨床フォローアップの実践に役立つツールを提

供する。 

 

受胎前 ・受胎 ：受胎準備、受胎能力、流産、受精、IVF（体外受精）、エピジェネティ 
	 	 	 	 	 	  	 	 クス、腸内細菌叢について 

 

妊       娠	  ：臨産婦の身体構造、各期における症状、出産のバイオメカニズム、神経 
                 内分泌学、妊婦と胎児の一体感について 

オステオパシーにおける産科学 



出産準備・出産：愛着の理論（ハプトノミーおよび情緒の存在）、統合を目的とした 
                  オステオパシーの重要性、力学的原理、子宮- 胎児- 胎盤と羊水を共鳴 
                  させる治療、出産のための生理学、苦痛の概念、オステオパスの付き 
                  添い、出産時の体位、夫婦の心の準備 
 
出   産   後  ：医学的介入とその分娩体位による産後の回復、授乳、婦人科学、ホルモ 
	 	 	 	 	 	 	 	  ンと 結合組織の調節、生理学的回復、発達段階における母子関係への 
                 アドバイスと推奨、産後の体操 
適応と禁忌    ：倫理、分野横断型の取り組み、および多専門職種間の情報交換 

 

《実践》 

・受講者のグレードアップ：触診の検証、組織構造の違いに応じた異なる実践方法（筋骨	  
	 格系、自律神経系、血管 – 液体 – ホルモン、感情、場 [生命場、内なる医者、R.ベッカ 

	 ーによるブレスオブライフ]） 

・プレゼンス（在ると言う事）と思いやりを持ったコンタクトの重要性 

・受胎能力に関する鍵となるテクニック：局所（胎盤）、局所より広い範囲の部位（神経 

	 系）、全身（ホルモンの自己調節） 

・体外受精、受精、反復流産に特化したアプローチ 

・圧力のメカニズム、血管の力学、自律神経、ホルモンと内臓の調節に関する鍵となるテ 

	 クニック 

・出産のバイオメカニズム 

・分娩の生理学 - 頭蓋領域および HPA軸（視床下部 - 下垂体 - 副腎系）の治療の概論 

・分娩前後に治療する重要な部位（特定の器官と構造の検証と詳述） 

・急を要する母親と新生児への治療、症状の兆候 

・アドバイスと推奨、出産後の体操 

・妊婦の臨床状況および治療のデモンストレーション 

オステオパシー、生命の躍動、生命に対する私の情熱を皆さんと分かち合う事を楽しみに

しています。 



 

【学習テーマ】  

・受胎前：エピジェネティクスと食生活 

・流産および生殖能力の問題 

・生殖能力の問題（身体的、心理的、感情的）における臨床治療の需要に特化したオステ 

	 オパシー・アプローチ 

・触診のトレーニング（結合組織、自律神経系、血管系、間質液） 

・妊娠各期 の痛みと症候：オステオパシーによる解決策、禁忌と限界 

・胎児の体位の評価および予防措置 

・骨盤の正常化と圧力のメカニズム 

・恥骨 vs骨盤底 

・各期における妊婦向けの体操 

・出産の生理学 

・ホルモンと行動 

・骨盤の３つのリングの実態と出産時の体位とそれに関連する治療法 

・脳及び神経叢の評価と治療 

・副腎およびその他の内分泌腺（甲状腺、膵臓、脾臓、乳腺）の体性内臓反射を利用した 

	 治療のプロトコール／触診の検証 

・出産時の介入および治療 

・第四期：出産直後 

・産後とジアスターゼの評価、（内臓の）下垂症、授乳と愛着の問題 

・出産後に治療する目標部位の評価 

・心臓、横隔膜、腎臓について 

・乳児の治療 

・妊婦および出産後の母親と子どもの治療のデモンストレーション 

・治癒力と自己調節：反応の系列 HHS（視床下部 – 下垂体 – 副腎）と血管神経の正常化 

・臨床事例と結論 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 

講師紹介 

アン＝ジュリー・モラン D.O.	  
マギル大学神経心理学教養課程（2002年）を経てウェールズ大学オステオパシー教養課程

修了後、2009年 6月オステオパシーのディプロム（D.O.）取得のため「ストレス、視床下

部 – 下垂体 – 副腎系、サポートする近親者たち」と題する研究論文を執筆。身体、ホル

モン、行動という側面に大きな関心を寄せている。2009年以来、出産に付き添い、分娩の

フォローに携わっている。モントリオールのカレッジ・オブ・オステオパシック・スタデ

ィーズ（CEOM）およびその提携校（バンクーバー、ハリファックス）で婦人科・泌尿器

科学を教えている。また、2011年よりモントリオール、トロント（カ

ナダ）、サンクトペテルブルク（ロシア）、ドイツ、ロンドン（イ

ギリス）、パリ、ニース（フランス）などで開催されるシンポジウ

ムやカレッジで、オステオパシーに応用される産科学や神経科学の

ワークショップやセミナーの講師を務めている。 

	 アン＝ジュリーは神経科学、身体・心・精神の健康、周産期、予

防措置に強い関心を抱いており、これらをオステオパシーに取り入

れ統合している。平衡を促進するための、ザイン（存在）を単一的

な全体として捉えるアプローチに精通している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

F.O.S.G.代表挨拶 

この度、モントリオールのオステオパシー大学より Anne-Julie Morand D.O.をお招きし、
産科学のセミナーを開催する事となりました。Anne-Julie Morand D.O.はカナダの名門マ
ギル大学にて神経心理学を修了した後、Philippe Druelle, D.O. の創始されたモントリオー
ルのオステオパシー大学でオステオパシーを学び、現在は同大学での講師を務める傍らヨ

ーロッパやロシアにおいても産科学や神経科学を教えています。	

	

４年前にモントリオールにて大学の授業の一環としてのAnne-Julie Morand D.O.の産科学
を受講しましたが、妊娠前から周産期、産後に至るプロセスへの対処、どのようにして伝

統的なオステオパシーを適応させていくかといった、具体的かつクリアな講義であり、自

ら考え対処していくための多くのものを提供して頂きました。	

この産科領域でオステオパスが提供できる事はとても多くあり、母体の心身の健康やより

円滑な出産を促進するのみならず、人生で一度しかない出生を最善なものにできる事は子

供のその後の人生や心身の健康状態に対しても素晴らしい影響を与えると考えられていま

す。	

	

オステオパシーを提供していく上で、この小児と産科の領域は、術者自身にとっても歓び

や満足が大きいものですが、上記のプロセスへの知識や、より重要となる部位や技術、コ

ンタクトの重要性など様々な具体的な物事を知り身につける事で、術者自身が安心し自信

を持って提供していく事が出来るのだと思います。	

２年前よりこのセミナーを開催できるタイミングを双方でやり取りしていたのですが、来

年も含めて考えましても今回のスケジュールでしか開催が出来ませんでしたので、お知ら

せが急になりましたが、この 8 月に開催させて頂く事になりました。	

	

F.O.S.G.では、オステオパシーの哲学や原理を理解し、伝統的なオステオパシーをもとに“生
きている構造体”に働きかけていく事を大切にしています。	

このセミナーを受講する事で“Fulcrumの概念と臨床への適用”で提供している内容もよ
り具体的に活用して頂ける事と思います。当セミナーは受講者がより学びを深めることが

できるよう“Fulcrumの概念と臨床への適用Ⅰ”を修了された方に限定して開催し、また 3
日目のセミナー終了後にはフォローアップのセミナーを開催します。	

この機会が先生方にとって学びの多い機会となる事を心より願っております。	

	

Fulcrum	Osteopathy	Study	Group 代表	 	 西山	 正洋	



✾開 催 日：平成３０年	 ８月９日（木）	 	  ９：３０～１８：００（受付９：００～）	
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ８月１０日（金）  ９：００～１７：３０ 
	 	 	 	 	 	 	             ８月１１日（土）	 ９：００～１７：３０ 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ８月１２日（日）	 ９：００～１７：３０ 

 
*セミナー内容をより深く理解し習得する事を目的としまして、８/１１（土）１８：００～２０：３０に、

希望者のみで FOSG代表 西山によるフォローアップセミナーを実施する予定です。 

フォローアップセミナーの参加費は無料です。尚、フォローアップセミナーの開始および終了時間は本セ

ミナーの終了時刻により多少前後する可能性があります。 

 
 

✾参 加 資 格： 「Fulcrumの概念Ⅰ」セミナーを修了した方  
 
 

✾場 所：	 PLP会館	 ５F	 大会議室 
	

	 	 	 	 	 	 	 	 大阪府大阪市北区天神橋 3丁目 9-27 
	 	 	 	 	 	 	 	 大阪市営地下鉄堺筋線	 扇町駅 4番出口より徒歩 3分 
	 	 	 	 	 	 	 	 JR大阪環状線	 天満駅改札口より南側へ徒歩 5分 
	 	 	 	 	 	 	 	 地図：http://plp-kaikan.net/access/a_index.html  

 
 

✾受 講 料 金：	 148,000円	 (消費税込) 
 
 
✾締 切：	 セミナー開催日の 7日前までにお申し込みください。 
	 	 	 	 	 	 	 	 ただし、定員になり次第締め切りとさせていただきます。 
 
 
✾申込み方法：	 申込み用紙にご記入の上、FAXにて送付して下さい。 

申込書が届きましたら、必ずこちらからお電話またはメールにて連絡さ 
せていただきます。お申込みいただいてから 3日程経っても連絡がなけ 
れば、届いていない可能性がありますので、一度お問い合わせいただき 
ますようお願いいたします。 

✾お 振 込 み：  こちらから申込書受領のご連絡をさせていただきました後、下記の口座 
                に受講料金をお振込みいただきますよう、お願いいたします。 



お振込みいただきましたら、セミナー受講受付完了となります。 
当日会場にお越しいただきましたら、受付でお名前をお伝えください。 
 
ゆうちょ銀行 
口座記号番号：00980-6-172237 
口座名義：フルクラム	 オステオパシー	 スタディグループ 
 
【他銀行からの振込みの場合】 

 	 	 	 	 	 	 	 店名（店番）〇九九（ゼロキュウキュウ）店（０９９） 
 預金種目：当座 
０１７２２３７ 
 
＊お振込の控えをもって領収書とさせていただきます。 

	  
✾キャンセル：セミナーでは 2 人 1 組となって実技を行いますので、出来る限りキャンセ

ルのないよう、どうぞよろしくお願いいたします。 
セミナー開催日の７日前より、キャンセル料が発生いたします。 
キャンセル料金は下記の通りです。 
 

	 	 	 	 	 	 	 	 ７日前～前々日	 セミナー料金の 20％ 
	 	 	 	 	 	 	 	 前日	 	 	 	 	 	 セミナー料金の 50％ 
	 	 	 	 	 	 	 	 当日	 	 	 	 	 	 セミナー料金の 100％ 
 
✾注 意 事 項：本セミナーは動画撮影及びデジタルカメラでの写真撮影は出来ませんので

ご了承ください。尚、ご希望の方には担当スタッフが撮影したデジタルカ

メラの写真を有料(3,000 円)にてお渡し致します。（写真のお渡しは後日と
なります。） 
またセミナーには実技が出来る薄手で動きやすい服装でお越しいただくか、

ご持参頂きますようお願いいたします。	  
 

〒530-0044	  
大阪府大阪市北区東天満 2-4-16  シャルムヒルズ南森町 1F 

FAX：06-6948-5671	 お問合せ：info@fulcrum-osteopathy.jp 
*月曜と金曜はお休みさせていただいております。 


